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8 .13 大阪専門学校、本科医学科教則改正を伺出。 8月23日認可。






















7.11 文部省 tの数度のやりとりを経て大阪中学校規則決定。授業料は l学期l円t規
定。





















































































3 .31 第三高等中学校、奈良・月ケ瀬・笠置方面へ 5~白 6 日の第 1 回修学旅行実施。
4 . 1 第三高等中学校医学部、岡山県医学校を母体として開設。
4.22 第三高等中学校、春季大運動会挙行。
6.25 吉田村、京都市に編入され吉田町となる。
























































































8 . 1 第三高等学校規則認可。授業料を年25円と規定。























































































































































































































































































































7 .28 村岡範為馳・難波正・森島庫太・織田万の 4教授、岡田総長と談判、兼任辞退を
要求。岡田拒否。















































































































































































































8.19 法科大学規程改正(達示23)。修業年限を 4年から 3年に短縮。
781 
第5編年表


































































































































































































































1925. 7 .16 全日本学生社会科学連合会と改称。
11.15 皇后来学。







































































































































































1929.12.12 判決言い渡し。 18名有罪、 3名無罪。


































4 . 1 通則一部改正(達示6)。研究料を 1か年100円に値上げ。





























































































































































































































































































































1940. 1 .18 学旗学歌制定。








1940. 1 .25 研究・教育・訪Ii育その他の制度の各部門につき審議することに決定。



















































































































































































































































































































































































4 . 1 事務分掌規程制定。







5 . 1 理学部教官による理科教育講座開催。京都市内国民学校教員260名を対象に再教育
( 7月31日まで)。
5.3 極東国際軍事裁判所開廷。





















































































































2 . 1 48の大学・高等専門学校の学生組織が集い関西学生自治連盟結成。京大が常任委
員長となる。












































































































































































2 一 国立大学管理法案起草協議会、第 1次案を公表。
3.31 第三高等学校廃止(法律51)。
3 ー 医学部附属病院厚生女学部専攻科、甲種看護婦学校として認可。






























































































































































































































































6.11 学生1名逮捕。 19日にも 1名逮捕。暴力行為、傷害、住居侵入で起訴、裁
判へ。
6.21 学生1名を無期停ー 学、 1名を停学処分(告示10)。
































































































































































































































































































































































































































4 . 5 工学部附属超高温プラズマ研究施設設置(文部省令22)。
4 . 5 防災研究所附属潮岬風力実験所・附属白浜海象観測所設置(文部省令22)。





































































































































































































































































































4 .15 教養部、 8日の教官協議会での検討結果に基づき授業開始。教養部闘争委員会を
中心tする学生、授業中の山下教養部長を連れ去り、 f団体交渉J要求。
4 .16 教養部闘争委員会を中心とする学生、教官を尚賢館に一時拘束。教官協議



























部長、 27日化学研究所、 29日法学部教授会、掛見喜一郎薬学部長、文学部、 6月
2日教育学部教授会、 6日基礎物理学研究所、結核胸部疾患研究所教官会議、 10
日食糧科学研究所、 17日評議会、 26日人文科学研究所所員会、 7月7日工学研究











































































































7 4 教育学部系の4団体よりなる P全闘の学生、教育学部の3・4階を封鎖。




7 . 8 教養部規程遠示(達示15)。部長は学長の統督の下に部務をつかき Eるとの条項を
含む旧規程を廃止。
7 . 8 大型計算機センター協議員会規程遠示(達示18)。















































































































































































































































































































1 . 9 竹本信弘経済学部助手、埼玉県朝霞の自衛官殺害事件に関連して指名手配される。















































































































































































2.27 3月3日から 5日の入試実施のため、 1日から 6日までの聞の構内立入・
夜間残留の制限等の措置を講ずる旨を掲示。
2.28 退去を命ずる旨掲示および放送。
3 . 1 機動隊が大学周辺で待機するなか、教職員が1月以来のバリケードを撤去、封鎖






































7 . 3 遺跡保存調整委員会規程遠示(達示26)。
7 . 3 大学院制度問題検討委員会、大学設置審議会大学基準分科会の「大学院および学
位制度の改善についてJに関する中間報告を前回総長に提出。






























































l.23 教養部代議員大会開催。国立大学学費値上げ反対な Eを主張し、 24日からの無期
限ストライキ実施を可決。
1 .24 教養部正門にバリケード構築、教養部を一部占拠。






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 . 1 総合情報通信システム建設本部にかわり、学術情報オ、ットワーク機構発足。KUINS
を通して学内の学術情報活動を一元的に支援する組織とし、第2期計画に着手。
4.28 ポリテクニツク大学(アメリカ)と学術交流に関する一般的覚書を交換。

























































































































































































































































































































5 . 1 経済学部、大学院重点化を開始。


















































4 . 1 総合博物館規程、同協議員会規程、同運営委員会規程遠示(達示16、17、18)。




















































4 . 9 胸部疾患研究所を再生医科学研究所に改組(政令155)。
4.9 学生部を事務局に統合(文部省令21)。
4 . 9 副学長設置(文部省令21)。
4.9 胸部疾患研究所附属病院廃止(文部省令21)。
4 . 9 学部附属施設を研究科附属施設に移行(文部省令21)。
4.9 法学研究科附属法政実務交流センター設置(文部省令21)。
4.9 胸部疾患研究所附属感染免疫動物実験施設を再生医科学研究所附属再生実験動物
施設に改組(文部省令21)。
4.9 ウイルス研究所附属エイズ研究施設設置(文部省令21)。
4.9 生体医療工学研究センター廃止(文部省令21)。
4 9 高IJ学長選考規程遠示(達示18)。
4 9 厚生補導担当の副学長の職務を定める規程遠示(達示19)。
4 9 再生医科学研究所規程、同協議員会規程遠示(達示20、21)。
4 .9 教官の任期に関する規程遠示(達示23)。
4 - 全学共通科目として、各学部・研究所・センターの教員による新入生向付少人数
セミナー(ポケットゼミ)導入。
6.12 中央省庁等改革基本法公布(法律103)。内問機能の強化、国の行政機関の再編成並
ぴに国の行政組織並びに事務及び事業の減量、効率化などの改革に関する基本事
項を規定。文部省については、これにかわる教育科学技術省への編成方針を提示。
6.30 大学審議会、「二十一世紀の大学像t改革方策についてー競争的環境のなかで個性
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1997-1999年
が輝く大学Jと題する中間報告を文相に提出。卒業認定の厳格化、高い専門知識
をもっ社会人養成型の修士課程の設置、 3年間の在学で卒業可能な制度の設置、
学長・学部長主導の大学運営、大学運営協議会の設置な Eを提言。
10.26 同様の答申提出。
7.23 楽友会館・農学部表門および門衛所、文化財に登録(8月4日付文部省告示121)。
9.2 文学部陳列館・尊嬢堂・農学部演習林事務室、文化財に登録(9月25日付文部省告
示139)。
12.16 滋賀県大津市に生態学研究センタ一新研究実験棟竣工、竣工式挙行。
[1999(平成11)年]
1.26 中央省庁等改革推進本部、 4月を目標に決定予定の関連法案・計画等の概要とし
て、中央省庁等改革大綱を作成。そのなかの「国の行政組織等の減量、効率化等
に関する大綱」では、国家公務員を10年間で25%削減する方針、 84の機関・業務
の独立行政法人化な Eを提言。国立大学の独立行政法人化については結論を延期。
2.5 化学研究所共同研究棟竣工記念式典挙行。
3.9 同和・人権問題委員会、「セクシュアル・ハラスメントの防止に関する諸対策につ
いて」と題する答申を長尾総長に提出。大学全体としてセクシュアノレ・ハラスメ
ントの相談窓口を設置することを要求。
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